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開校２年目を迎えた吾妻特別支援学校も、明日、１学期の終業式を迎えます。

１２名の子どもたちは、皆、それぞれに元気に学校生活を送ることができました。

保護者の皆様におかれましては、いつも、学校と同一歩調で子どもたちを支えて

くださいまして、本当にありがとうございました。

これからも合い言葉は、“すべては子どものために”です！

【小学部のがんばり】

毎日、スクールバスで元気に登校してくる小２と小５の子どもたちは、学校で

も、とっても元気いっぱいでした。

自立活動室のブランコを思いきりこぎまくったり、部屋を真っ暗にして基地の

ようにして遊んだり、中庭でプール遊びをしたり・・・、とにかくアクティブで

びっくりするほどクリエイティブ。

給食の時間になると、先生方と一緒においしそうに

もりもりと給食を食べ、食べ終わるとまた元気に

飛び出していく。校内には、子どもたちの元気な

声が一日中聞こえ、活気に満ちています。

７月１１日（月）には、吾妻特別支援学校小学部

初めての乗り物学習を行うことができました。中之

条駅から小野上温泉駅まで電車で行き、小野上公園

で遊び、また電車で帰ってくる、という学習です。とてもよいお天気の日で、少

し暑い日でもありましたが、体調が悪くなることもなく、切符を買ったり電車に

乗ったりと、しっかりと学習してくることができました。たいへん立派でした。

このように二人の子どもたちは、仲良くお勉強したり、ときにはケンカしたり

しながら、日々、本当にたくましく成長しています。

そんなアクティブな小学部を支えるのは、四人の若い先生たち（そのうちの三

人は今年来たばかり！）。部主事さんの的確なリードのもと、毎日、びっしょり

と汗をかきながら、全力で子どもたちをサポートする姿は、頼もしい限りです。

また、体調管理のために先生が家庭訪問して授業をすることが中心の小６の子

どもも、授業を一度もお休みすることなくしっかりとお勉強ができました。あた

たかな気候のよい日には外にお散歩に行ったり、いろいろな果物の果汁を口に入

れてみる味覚遊びをしたりと、今まで以上に活動的な学習も増えてきました。登

校してくると、全校の子どもたちがうれしそうに声をかけに教室に来ていました。

これからも、たくさん登校できるようになるとよいと思います。

１学期、全員が元気によくがんばりました！
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【中学部のがんばり】

中１三人が加わり、九人になった中学部。全学年がそろい、お友達も増え、活

発さが増しました。昨年度から、学校の中心となって活躍してきている中学部の

子どもたちは、今年度も新たな行事に挑戦しています。

遠足で染め物体験をしたり、スポーツデーをがん

ばったり、いじめ防止フォーラムに参加したり・・、

とにかくいろいろなことに挑戦して確実に成果を上

げてくれています。吾妻特別支援学校の新たな歴史

を、きっちりと積み上げています。

作業学習でも、それぞれ、自分に与えられた役割を

見事に果たしながら、あがとく祭で販売するカレンダーづくりに勤しんでいまし

た。今年度は、どんなカレンダーができるのか楽しみです。

２学期は、吾妻特別支援学校初の校内レクリエーション大会～レインボーフェ

ス～やあがとく祭、修学旅行、校外宿泊学習など、様々な行事が行われます。

子どもたちは皆、精一杯取り組んでくれると思います。

保護者の皆様、引き続きの応援をどうぞよろしくお願い申し上げます。

７月８日（金）に、吾妻特別支援学校、渋川特別支援学校、沼田特別支援学校

の３校が一堂に会し、初めての特体連北毛大会が行われました。この３校は、も

ともと同じ学校（旧榛名養護学校の本校と沼田分校と吾妻分校）ですが、昨年度、

単独の学校になってからは、子どもたち同士も先生方同士も交流する機会が少な

くなっていました。

この日は、久しぶりに３校の小中学部の

児童生徒が集まり、風船バレーや輪くぐり

リレー、ダンスなどを一緒に楽しみました。

誰もが一生懸命に、そして笑顔で活動をし

ており、あたたかなとてもよい雰囲気でした。

２学期には、３校合同の音楽鑑賞会や修学旅行、校外宿泊学習などもあります

ので、子どもたち同士も先生方同士も、一層仲良くしていきたいと思います。

応援に来てくださった保護者の皆様、ありがとうございました。

初の特体連北毛大会が実施されました

あさってから夏休み。

２学期も元気に学校に来てください！


